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D 1 大気浮遊粉塵に対する住宅の調整機能　Ｉ

一一元素濃度に対する遮断効果一

　京都府大　生活科学　　○青木　敦･春山洋一・三村泰一郎

　［目的］住宅には、人の生活に不都合な種々のm境要素を緩和・調整する機能かあるが、

その一つに大気汚染に起因する大気浮遊粉塵に対する遮断効果が考えられる。これは粉塵

濃度の高い地域で終日生活している住民にとっては重要な意味を持っているか、これまで

にこの見地からの研究は殆ど行われていない。そこで本研究では環境大気中の浮遊粉塵中

に含まれる種々の元素に対する住宅の遮断・調整機能を多角的に解明する。

　［方法］住宅の内外でミリポアフィルター（孔径1.2 μm）を装着したローボ'j ウムサン

プラー（16iZ ／min ）を用いて大気浮遊粉塵を採集し、中性子放射化分析法により粉塵中

の元素の定量を行い、通気量から大気中の元素濃度を求めた。また、住宅内外の元素濃度

の比から各元素に対する住宅の遮断係数を評価した。

　［結果］立地条件及び構造の異なる気密性のよい２軒の住宅（工業地域の木造瓦葺２階建

住宅と住居地政の鉄筋中層集合住宅）について測定し、15元素について解析した。その結

果、両者共、土壌起源とみられる元素(Al, Sc, Sm　等）は住宅内では住宅外の30～40％

程度（遮断係数0.3～0.4 ）に濃度か減少したかミ主として人工的なものと思われる元素

　(Sb. Zn　等）は60~90％程度（遮断係数0.6～0.9 ）に減少するにとどまった。また、

粉塵の質量濃度についての遮断係数4ま約0.7であった。これらのことから、住宅内外での

大気浮遊粉塵の挙動には粉塵の粒径の違いや環境大気の流動か深く関係することか考えら

れる。

　なお、本研究は一部、昭和60年度文部省科学研究費によった。

D 2 大気浮遊粉塵に対する住宅の調整機能　II

遮断効果の粒径依存性-

京都府大　生活科学　　○春山洋一・三村泰一郎・青木　敦

　［目的］環境中の大気浮遊粉塵は種々の元素を含んでおり、住宅の浮m.粉塵に対する調整

機能は元素の種類や存在形態に依存すると思われる。本研究では、住宅内外の大気浮遊粉

塵を粒径別に採取して各元素の粒径別濃度を測定し、更に、住宅の大気浮遊粉塵に対する

調整機能の粉塵の粒径に対する依存性を明らかにする。

　［方法］泉佐野市の実験住宅内外で同時に２台のカスケードインパクター（PIXE　inter-

national社）を用いて浮遊粉塵を空気動力学的遮断粒径が16μmから0.25 ft mの7 段階に

分けて採取した。各ステージの捕集にはKimfol,また、アフターフィルターには孔径0.4

ft mのNucleporeフィルターを使用し、流量は1 l/iiiinであった。得られたサンプルは京

大工学部の4 M Vバンデグラーフ型加速器を用いてP I X E （粒子励起X線）分析を行っ

た。χ線スペクトルの解析にはパーソナルコンピュ-タを用いた。

　［結果］大気浮遊粉塵の粒径と粉塵中の元素濃度との関係は、1）元素濃度のピーク値が2

～3 ft mにあるもの（Fe,Ti 等）, 2）ピーク値が0.5 μm付近にあるもの（Pb　等）

はっきりしたピークをもたないもの（Mn
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）に大別された。これらはそれぞれ、土｀壌
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宅内の粉塵濃度は住宅外のものと比較して小さく、住宅の浮遊粉塵に対する遮断効果か認

められた。また、粒径別の遮断係数（住宅内濃度／住宅外濃度）は粒径とともに～１から
～0.001 の範囲で変化し、粒径が大きいほど著しい遮断効果が認められた。


